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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 29,123 △2.9 524 ― 594 ― 388 ―
27年3月期第2四半期 29,992 8.1 △89 ― △7 ― △50 ―

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 261百万円 （△21.9％） 27年3月期第2四半期 334百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 12.17 ―
27年3月期第2四半期 △1.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第2四半期 55,083 23,610 42.9 739.35
27年3月期 61,984 23,652 38.2 740.65
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 23,610百万円 27年3月期 23,652百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 7.50 ― 9.50 17.00
28年3月期 ― 7.50
28年3月期（予想） ― 7.50 15.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,500 7.4 1,600 △0.2 1,700 △3.9 1,000 10.7 31.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．2「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 34,000,000 株 27年3月期 34,000,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 2,066,327 株 27年3月期 2,065,907 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 31,934,019 株 27年3月期2Q 31,935,090 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や金融当局の経済・金融政策を背景に、企業収益は改

善、雇用や所得環境も改善に向かうなかで、景気は緩やかな回復基調が続いているとみられます。一方海外経済

は、米国は金融政策が正常化に向かうなか、中国を始めとするアジア新興国の景気減速や欧州の債務問題の影響は

予断を許さない状況が続いております。

当社グループの事業の環境は、設備工事事業につきましては、政府建設投資は高水準ながら緩やかに減少の傾向

にありますが、民間設備投資については堅調に推移しております。しかしながら、受注競争の厳しさは継続してお

り、施工面においては現場管理者や作業員などの労働力の確保が課題となっております。

精密環境制御機器の製造販売事業につきましては、スマートフォン・タブレット等のモバイル機器が牽引し、市

場は堅調に推移しました。ＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造装置向け製品は中小型高精細パネル用を中

心に前四半期に比べ受注環境が改善し製品売上高も増加しました。一方、半導体製造装置向け製品は受注高、製品

売上高ともに減少いたしました。

こうした経営環境の下で、当社グループは業績の向上に総力を上げて取り組んでまいりました。その結果、当第

２四半期連結累計期間の売上高は29,123百万円（前年同期比2.9％減少）、営業利益は524百万円、経常利益は594

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は388百万円となりました。 

 

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

〈設備工事事業〉

売上高       26,950百万円 （  △5.0％）

営業利益        615百万円 （  －  ）

受注高は44,104百万円で前年同期比23.7％の増加となりました。

売上高につきましては、前年同期に比べ期首繰越工事高及び受注工事高は増加しましたが工事進捗率が低下し

たことにより5.0％の減少となりました。完成工事高は減少しましたが、完成工事総利益率の改善により完成工

事総利益は増加し、営業利益は前年同期の47百万円から増加し615百万円となりました。

 

〈機器製造販売事業〉

売上高        2,173百万円 （  33.9％）

営業損失        91百万円 （  －  ）

受注高は2,516百万円で前年同期比21.8％の増加となりました。

売上高につきましては、前年同期に比べＦＰＤ製造装置向け製品の増加により半導体製造装置向け製品の減少

を補い33.9％の増加となりました。製品売上総利益率の改善もあり製品売上総利益は増加し、営業損失は前年同

期の136百万円から縮小し91百万円となりました。

 

（２）連結財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が55,083百万円（前年度末比6,900百万円減少）となりまし

た。主な増加は、現金預金2,902百万円及び未成工事支出金616百万円であり、主な減少は、受取手形・完成工事未

収入金等10,301百万円及び投資有価証券223百万円です。

負債総額は31,473百万円（前年度末比6,858百万円減少）となりました。主な増加は未成工事受入金1,025百万円

であり、主な減少は、支払手形・工事未払金等4,056百万円、電子記録債務2,937百万円、短期借入金370百万円及

び未払法人税等308百万円です。

純資産は23,610百万円（前年度末比42百万円減少）となりました。主な増加は親会社株主に帰属する四半期純利

益388百万円であり、主な減少は、配当金の支払303百万円及び有価証券評価差額金153百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年５月14日に発表いたしました平成28年３月期の連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

会計上の見積りの変更

本社及び本店社屋移転に伴い、利用不能となる「建物」、「構築物」及び「工具器具・備品」等の資産につい

て、耐用年数を移転月までの期間に見直しております。また、不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上し

ていた資産除去債務について、支出発生までの見込期間を見直しております。 

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利

益がそれぞれ164百万円減少しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 7,401 10,303 

受取手形・完成工事未収入金等 34,065 23,764 

製品 4 72 

未成工事支出金 634 1,251 

仕掛品 501 736 

材料貯蔵品 196 192 

その他 2,165 2,131 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 44,968 38,450 

固定資産    

有形固定資産 4,305 4,205 

無形固定資産 218 203 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,205 10,982 

その他 1,316 1,270 

貸倒引当金 △30 △28 

投資その他の資産合計 12,491 12,223 

固定資産合計 17,015 16,632 

資産合計 61,984 55,083 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 19,620 15,564 

電子記録債務 9,824 6,886 

短期借入金 3,300 2,930 

未払法人税等 489 180 

未成工事受入金 563 1,588 

完成工事補償引当金 58 74 

工事損失引当金 343 330 

独占禁止法関連損失引当金 237 - 

その他 1,257 1,268 

流動負債合計 35,694 28,823 

固定負債    

退職給付に係る負債 481 541 

役員退職慰労引当金 262 224 

建物解体費用引当金 110 121 

その他 1,784 1,763 

固定負債合計 2,637 2,649 

負債合計 38,331 31,473 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,857 3,857 

資本剰余金 3,721 3,721 

利益剰余金 12,276 12,361 

自己株式 △740 △740 

株主資本合計 19,115 19,200 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,128 3,975 

為替換算調整勘定 130 165 

退職給付に係る調整累計額 278 268 

その他の包括利益累計額合計 4,536 4,409 

純資産合計 23,652 23,610 

負債純資産合計 61,984 55,083 

 

- 5 -

(株)朝日工業社（1975）平成28年3月期第2四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 29,992 29,123 

売上原価 27,634 25,853 

売上総利益 2,358 3,270 

販売費及び一般管理費 2,447 2,746 

営業利益又は営業損失（△） △89 524 

営業外収益    

受取利息 3 4 

受取配当金 89 101 

その他 24 21 

営業外収益合計 117 127 

営業外費用    

支払利息 19 14 

為替差損 - 28 

コミットメントフィー 11 10 

その他 5 4 

営業外費用合計 35 57 

経常利益又は経常損失（△） △7 594 

特別利益    

固定資産処分益 23 - 

投資有価証券売却益 24 0 

補助金収入 15 - 

独占禁止法関連損失引当金戻入額 - 65 

特別利益合計 63 65 

特別損失    

固定資産処分損 14 0 

ゴルフ会員権評価損 1 2 

投資有価証券評価損 0 - 

建物解体費用引当金繰入額 - 11 

独占禁止法関連損失引当金繰入額 60 - 

特別損失合計 75 13 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△20 646 

法人税、住民税及び事業税 47 147 

法人税等調整額 △17 110 

法人税等合計 30 257 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50 388 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△50 388 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △50 388 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 421 △153 

為替換算調整勘定 △27 35 

退職給付に係る調整額 △8 △9 

その他の包括利益合計 385 △127 

四半期包括利益 334 261 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 334 261 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事  業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 28,369 1,622 29,992 － 29,992

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 28,369 1,622 29,992 － 29,992

セグメント利益又は

セグメント損失（△）（注） 
47 △136 △89 － △89

（注） セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しておりま

す。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額  

設備工事 
事  業 

機器製造 
販売事業 

合 計 

売上高          

(1）外部顧客への売上高 26,950 2,173 29,123 － 29,123 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
26 － 26 △26 － 

計 26,977 2,173 29,150 △26 29,123 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△）（注） 
615 △91 524 － 524

（注） セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しておりま

す。
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４．補足情報

（１）連結受注高

（単位：百万円）

区 分

前第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 平成27年４月１日

  至 平成27年９月30日） 比 較 増 減 増 減 率

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比

設 備 工 事 事 業 35,650 ( 94.5 %) 44,104 ( 94.6 %) 8,454 23.7 %

機 器 製 造 販 売 事 業 2,067 ( 5.5 %) 2,516 ( 5.4 %) 449 21.8 %

合 計 37,717 ( 100.0 %) 46,621 ( 100.0 %) 8,903 23.6 %

 

（２）個別受注高

（単位：百万円）

区 分

前第2四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

  至 平成26年９月30日）

当第2四半期累計期間

(自平成27年４月１日

  至平成27年９月30日） 比 較 増 減 増 減 率

金  額 構 成 比 金  額 構 成 比

設 備 工 事 事 業 35,167 ( 94.4 %) 43,607 ( 94.5 %) 8,440 24.0 %

機 器 製 造 販 売 事 業 2,067 ( 5.6 %) 2,516 ( 5.5 %) 449 21.8 %

合 計 37,234 ( 100.0 %) 46,124 ( 100.0 %) 8,889 23.9 %
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